ゼンコク シジョウ スウガク ダンワカイ ト シコク スウガク シジョウ ダンワ ニツイテ by Katayama, Shin-ichi
自然科学研究（査読論文） 
徳島大学大学院ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部 








〒770-8502 徳島市南常三島町 1-1 
E-mail: katayama@ias.tokushima-u.ac.jp 
 




Department of Mathematical Sciences, Faculty of Integrated Arts and Sciences, 
The University of Tokushima Tokushima 770-8502, Japan 





Zenkoku Shijo Sugaku Danwakai is a Japanese mathematical journal published by the Department of 
Mathematics, Faculty of Sciences of Osaka University from 1934 to 1949. This mimeographed journal played an 
important role in the mathematical research announcements during World War Ⅱ. Recently this journal was 
uploaded as pdf files at the HP of the Department of Mathematics of Osaka University. The URL is http://www. 
math.sci.osaka-u.ac.jp/shijodanwakai/. Shikoku Sugaku Shijo Danwa is also a Japanese mathematical 
mimeographed journal published by the Department of Mathematics, the Gakugei College of Tokushima 
University from 1951 to 1956. We have compared the authors, titles and contents of these journals and 
concluded that Shikoku Sugaku Shijo Danwa played a successive role to Zenkoku Shijo Sugaku Danwakai. In 
2014, we have uploaded this mimeographed journal as pdf files at the HP of the Department of Mathematical 
Sciences of Tokushima University (http://www-math. ias.tokushima-u.ac.jp/). We must mention that many 
































『大阪大学 50 年史からの引用』        
『「全国紙上数学談話会」の刊行である．これは
1934 年 6 月発刊，謄写版刷りの週刊小冊子であっ





『大阪大学 25 年史からの引用』         
『数学教室新設当座の著しい対外的事業として
は当教室が主催となっていた「全国紙上数学談話
会」の刊行がある．これは 9 年(1934 年)に発刊し
たガリ版刷の週刊小冊子であつたが，殆んど全国










































昭和 17 年 (1942 年)に「p-進体に関する一二の注
意」と題して論文を発表した．論文の内容は，局
所体 k 上のガロア拡大体 K/k に関する体の乗








会の欧文学会誌）「Journal of the Mathematical 
Society of Japan」に下記のように掲載したので
ある． 
「Tannaka, T, Some remarks concerning p-adic 





紙上数学談話会，236 No1046 (1942)，1050-1056． 
[2] 中山正，淡中氏の Hauptgeschtssatz im 
 Minimalen についての一注意，全国紙上数学談話
会，247 No1092 (1942)，1596̶1602． 
[3] 松島与三，淡中先生の Hauptgeschtssatz im 
Minimalen についての一つの注意，全国紙上数学
談話会，252 No1113 (1943)，213̶217． 
[4] 豊田五浪，松島氏の談話 1113 より，全国紙































での彌永昌吉氏の発言記録によれば，              

















「Proceedings of the Physico-Mathematical 
Society of Japan」には，査読制は無く，1948
年に新たに発刊された数学会の欧文誌「Journal 
of the Mathematical Society of Japan」で査読
制が導入されて発足したということである．また
戦前および戦中の上記の数学物理学会誌につい










新たに作られた欧文学会誌「Journal of the 
















































































2 巻）には，昭和 26 年 6 月の 1 号から昭和 31 年
5 月の 27 号まで 5 年分が収録されている．序文に
書いてある通り「全国紙上数学談話会」を引き継
いだ雰囲気のガリ版刷りの雑誌である．散逸を恐














































（1951 年～1953 年（1 号～13 号）），「数学紙上談






著者名 所属 投稿論文数 
田村孝行 徳島大学芸 28 
木村直樹 東工大 27 
渡辺義勝 徳島大学芸 15 
永見啓応 松山農大 9 
山田深雪 島根大 9 
松村宗治 近畿大 9 
福岡力 香川大 7 
内海勇蔵 大阪女子大 7 
丸山隆玄 徳島大工 5 
安倍齊 徳島大工 5 
井関清志 神戸大 5 
霜田伊左衛 徳島大学芸 4 
吉田誠一郎 長崎大 3 
田畑不二夫 京都学芸大 3 
西岡義夫 六甲高校 3 
平島卓 徳島大学芸 2 
中村幹男 徳島大学芸 2 
添田喬 徳島大工 2 
渡辺哲男 香川大 2 
五十嵐知雄 高知大 2 
佐々木義雄 愛媛大 2 
石井正 愛媛大 2 
大島勝 岡山大 2 
菅原正博 岡山大 2 
中野昇 広島大 2 
木ノ原明 広島大 2 
谷岡源二郎 山口大 2 












































































































1) Journal of science of the Gakugei Faculty, 
Tokushima University, Mathematics 1 (1950)． 
2) Journal of Gakugei College, Tokushima 
University, Natural science (Mathematics) 2  
(1952) 
3) Journal of Gakugei, Tokushima University, 
Natural science (Mathematics)3-4 (1953-54) 
4) Journal of Gakugei, Tokushima University, 
Mathematics 5 (1954) 
5) Journal of Gakugei, Tokushima University, 
Natural science (Mathematics) 6-7(1955-56) 
6) Journal of Gakugei, Tokushima University, 
Mathematics 8-15 (1957-66) 
7) Journal of Mathematics, Tokushima Univ 
-ersity 1-34 (1967-2000) 
8) Journal of Mathematics, The University of 
Tokushima 35-47 (2001-2013) 継続中 
なお，徳島大学の欧文数学雑誌「Journal of  






























































話 会 ， URL(http//www.math.sci.osaka-u.ac. 
jp/shijodanwakai/). 
[2] 徳島大学学芸学部数学教室編，四国数学紙上
談 話 ,URL(http://www-math.ias.tokushima-u. 
ac.jp/). 
[3] 「数物学会の分離と二つの科学」講演記録，
1995 年 10 月 9 日，機械振興会館にて. 
[4] 日本数学会 100 周年記念号,「数学」30 巻第
2 号, 岩波 1977. 
[5] 佐宗哲郎，電子版で読めるようになる戦前の
湯川論文̶数物会誌のオンライン化について-，日





論文受付 2014 年 9 月 11 日 
改訂論文受付 2014 年 9 月 22 日 
論文受理 2014 年 10 月 5 日 
論文注釈 
                                                   
i 誕生したままの状態（生まれたての数学というような意味で使われていると思われる）． 
ii これらの歴史的な事実については，文献[3]，[4]，[5] による． 




iv 2007 年度日本数学会学会ニュース(URL:http:// mathsoc. jp/veryoldnews.html)による． 





ix このデータは，徳島大学図書館の OPAC システムで検索可能であり，これはそれを整理したものである．  
